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今後自然災害が起こったときにどのような支援やサポートが必要？

子どもたちが安心して
意見を伝えられる居場所づくりを
（岩手県 陸前高田市出身 現在23歳）

子どもたちの意見を
地域のまちづくりに取り入れていってほしい

（岩手県 山田町出身 現在23歳）
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○にあてはまる数字を答えてください。
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セーブ・ザ・チルドレンは、シリア国内で約〇○○万人の
子どもたちを含む380万人以上に支援を届けてきました。

2021年4月vol.7

セーブ・ザ・チルドレンは、日本を含む世
界120ヶ国で子ども支援活動を行う、
民間・非営利の国際組織です。子どもの
権利が実現された世界を目指し、100
年にわたり活動しています。

セーブザチルドレン 検 索

www.savechildren.or.jp

創設者 エグランタイン・ジェブ

セーブ・ザ・チルドレンは、子どもの権利のパイオニアとして
100年の歴史を持つ、子ども支援専門の国際NGOです。

日本と同じように四季のあるシリア。
この地で、10年にわたり紛争が続いていることを、
あなたは知っていますか。

ウガンダ
セーブ・ザ・チルドレンは、ウガンダ西部カセセ
県で、農法を伝えたり、母親と2歳以下の子ども
を対象に栄養支援をしています。写真は、バナナ
とトウモロコシを蒸したもの、スクマウィッキと
いう蒸し野菜、湖でとれた魚の煮物（スープが
おいしい）、マンゴーパッションフルーツジュー
ス。今日のお昼はごちそうです！

シリア危機10年
いま、あなたに知ってほしいこと

© Jonathan Hyams/Save the Children

シリア

*UNICEF, After almost ten years of war in Syria, more than half of children continue to be deprived of education (24 January, 2021) 

紛争が続くシリアから避難を決意。
過去に父親をバイク事故で亡くしたシラジさん（13歳）。シラジさんと家族
は、2012年、紛争下で避難を決意。午前3時、車に乗り込み、ライトを付け
ず息をひそめて、レバノンへ避難しました。 © UK Stories Team/Save the Children
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避難先レバノンで働く。
シラジさんは、朝4時に起きて、トマト栽培の仕事をしてから学校へ。
疲れて勉強に集中できなかったり、学校を休んでしまうことも。

「こどもひろば」でケースワーカーと出会いました。シラジさ
んが家計を支えるために働いていたため、現金給付などの生
計支援が決定。
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シリア難民シラジさんの人生を大きく変えたセーブ・ザ・チルドレンの支援

これまで、シリア国内で約240万人の子どもたちを含む380万人以上に支援を届けてきました。

生計支援を開始し、母親へビジネスのアドバイスも実施。また、
シラジさんの姉(15歳)は結婚を考えていましたが、ケースワー
カーから児童婚がもたらす影響などを学び、考えを変えました。
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朝から学校に通えるように。
生計支援もあり母親の服飾販売が安定し、シラジさんは、朝から学校
に通い勉強に集中できるように。きょうだいの見本となるよう努力
したいと話しました。
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ケースワーカーの支援のもと、国連機関の第三国定住プログラ
ムで一家はイタリアへ。シラジさんは「子どもたちは紛争を経験
するべきではない」と訴えます。

4 イタリアで新しい生活がはじまる。
将来医師になる夢も描けるように。「いつか平和なシリアに戻って働
きたい」と未来を見据えます。

セーブザチルドレン　東日本大震災から10年　 検 索

東日本大震災から10年いま伝えたい想い

当時の子どもたちに行った、インタビューな
どを紹介しています。

東日本大震災から
10年
当時の子どもたちにいま伝えたい想いを聞いてみました

2011年3月11日

【子どもの人権110番】　　　　
電話相談　　　0120-007-110 (通話料無料、平日8:30～17:15対応)
メール相談　　https://www.jinken.go.jp/soudan/PC_CH/0101.html (相談の返信は何日かかかります)
【24時間子どもSOSダイヤル】
電話相談   　　0120-0-78310 （通話料無料、毎日24時間対応）
【チャイルドライン】
電話相談　   　0120-99-7777 （毎日16:00～21:00対応）
オンラインチャット相談　https://childline.or.jp/chat/start （毎週木・金および毎月第3土曜日16:00～21:00対応）

もし、一人で悩みを抱えていたら・・・

子ども相談窓口 ※以下は全て通話無料です。公衆電話からかけるときは、最初に硬貨を入れて下さい。通話が終わると硬貨は戻ってきます

親などによる体罰が法律で禁止されてから1年

半数以上の子どもたちが教育を
受けられていない*

人口の76％が避難を余儀なく
されている


